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研究成果の概要（和文）：本研究は、生活道路における交通安全対策として、自動車の走行速度を低減させるこ
とが最も有効であると考え、自動車の走行速度を低減させる手法として、街路空間のカラー化に着目した。国内
で道路のカラー化によく用いられる色を対象に色に関する検討を行った結果、路側帯のカラー化による自動車の
速度抑制効果は（黄＝ベンガラ）＞緑＞青の順に効果が高いことが明らかとなった。
また、同じ色を用いた場合、カラーの塗り幅が広いほど、速度抑制効果が高く、同じ塗り幅であれば、路側側よ
りも車道側をカラー化することが効果的だということが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, in order to reduce the vehicle speed in residential area, we 
considered that colorization of the street space is effective and realistic way, and tried to 
examine the effect. As a result, the effect of vehicle speed reduction by color is as follows.
(yellow = red iron oxide)> green> blue
In addition, when the same color was used, it was revealed that the higher the coloring width, the 
higher the speed restraining effect, and in case of same width of colorization, it is obvious that 
colorize the inside of the carriageway is more effective than colorize the outside of the 
carriageway.

研究分野： 交通計画
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１．研究開始当初の背景 
 
住宅地などの生活道路における交通安全

は重要な課題として認識されているが、これ
までに十分な成果が挙げられていない。生活
道路における交通安全対策として、自動車の
走行速度を低減させることが最も有効であ
ると考えられる。ハンプや狭さくといった道
路改良を伴う交通安全対策はあるものの、こ
れらは自動車の走行速度を抑制するための
非常に有効な方法であることが示されてい
るものの、振動、騒音等が発生するという課
題も存在し、良好な居住環境を望む居住者の
合意が得られにくく、普及には至っていない。 
 
２．研究の目的 
 
自動車の走行速度を低減させる手法とし

ては、街路空間のカラー化が地域居住者の反
対も少なく、かつ、平均走行速度を低減させ
るうえで、効果的な手法となることが過去の
研究成果から明らかになった。 
ただし、どのような色を用いるべきか、街路
空間のどの位置に着色すべきか、また、どれ
くらい連続的に配置すべきかなど、明らかに
なっていない点は多くある。 
そこで、本研究は、上記の点について明らか
にすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
生活道路における道路のカラー化とその効
果について調査するため、愛媛県松山市の久
米地区において、地区内の街並みを CAD で再
現し、その CAD 画像において、色、塗り幅、
塗り位置などを変更した画像を作成し、小学
校 2校、中学校 1校の児童及び生徒の保護者
を対象にアンケート調査を実施した。 
具体的には、カラー舗装の色の違いによる

速度の出しにくさを検討するため、4 色の舗
装パターン道路にカラー舗装をしていない
（以下では非カラーとする）道路を加えた 5
種類の街路図を作成し、調査に用いた。今回
の調査では、生活道路のカラー化で一般的に
用いられている緑や青、ベンガラ、黄色の 4
色を対象とした．それぞれの色で舗装された
道路を自動車で運転する場合に速度を出し
にくいと感じる順番を尋ね、順位比較を行っ
た。それぞれの道路での順位を得点化（1 位
を 5 点、5 位を 1 点）し、各道路の平均得点
に違いがあるか一元配置分散分析により把
握した。 
 同じ色を使った場合、速度抑制効果を大き
くするためにどの程度の幅および位置でカ
ラー化するとより速度を出しにくく感じる
のかを把握するため，幅と位置を組み合わせ
た5種類の舗装パターンに非カラーの道路を
加えた 6種類の街路図を作成し，調査に用い
た．それぞれの幅と位置で舗装された道路を
自動車で速度の出しにくいと感じる順番を

尋ね，順位比較を行った．それぞれの道路で
の順位を得点化（1 位を 6 点、6 位を 1 点）
し，各道路の平均得点に違いがあるか一元配
置分散分析により把握した． 
 
４．研究成果 
 
分析の結果，自動車走行速度を出しにくい

効果が見込めるカラー舗装の色は黄，ベンガ
ラ，緑，青，非カラーの順番であることが示
された．各色の平均値を比較すると，黄色の
舗装とベンガラ色の舗装の間には統計的に
有意な差が見られないものの，それ以外の全
ての組み合わせにおいて有意水準 1%で統計
的に有意な差があることが示された．このこ
とから，色に関しては，黄≒ベンガラ＞緑＞
青＞非カラーの順で走行速度を出しにくく
感じていることが分かった．（図 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 舗装の色の違いによる速度抑制効果の
変化 
 
 
 



また、色を統一し、塗り幅と塗り位置を変
化させた場合の速度抑制効果を示したもの
が図 2である。各舗装パターンの平均得点を
見ると，全ての舗装パターンの間に有意水準
1％で統計的に有意な差があることが示され
た．これより，速度抑制により大きな効果が
見込めるカラー舗装の幅と配置のパターン
は路側帯側全面＞車道側 30cm 幅＞路側帯側
30cm幅＞車道側15cm幅＞路側帯側15cm幅＞
非カラーの順番となった．これらを踏まえて，
傾向として舗装の幅を大きくすることや，舗
装位置を車道側にすることがより大きな効
果が見込めるという結果が示された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 舗装の幅と位置の違いによる速度抑制
効果の変化 
 
また、同調査内で行った別の設問から色，

幅，位置の 3つの因子についてコンジョイン
ト分析を行った結果が、図 3である。この図
からも上記と同じ結果が得られている。この
分析結果からは、色，幅，位置の内、特に、
塗り幅が大きな影響を及ぼしていることが
明らかになっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 コンジョイント分析における各水準

の部分効用値 
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